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Q A　「授業アイディア例」は，全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえて，授業の改善・
充実を図る際の参考となるよう，授業のアイディアの一例を示すものとして，国立教育政
策研究所において作成したものです。
　本調査で見られた課題は，調査の対象学年だけではなく，学校全体で組織的・継続的な
取組によって改善を図っていくことが大切です。
　「授業アイディア例」が，日々の授業や研修会など様々な場面で活用され，児童生徒の
学習状況の改善につながることを期待しています。
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　授業アイディア例は，小６や中３の
担当が参考にするものですか？　
　全ての先生が活用できるものを目指して
作成しています。
　本調査は小５・中２までの内容を出題して
おり，本調査で見られた課題は，小６・中３
だけではなく，学校全体，校種を通じた系統
的・継続的な指導によって改善を図っていく
ことが大切です。
　また，国語や算数・数学の「アイディア」を
他の教科等で活用することも考えられます。
　授業アイディア例に示してある
ＴＹＰＥⅠ・Ⅱ・Ⅲとは何ですか？
　詳しくは，授業アイディア例の見方（P. 3 ～ P. 4）
を御覧ください。
　課題を把握して，授業の改善を図りたい
のですが，授業アイディア例の他にも参考
になるものがありますか？
授業アイディア例
解説資料 報告書
　過去の授業アイディア例
や解説資料・報告書はどこ
で見ることができますか？ 　国立教育政策研究所のウェブサイトで見ることができます。
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html
　本授業アイディア例では，調査結果から明ら
かになった課題の解決に向けた観点として次の
３つのタイプを設けており，様々な方向から
課題の解決に取り組めるようにしています。
● 日々の授業や教材研究
● 各学校での研修会や研究授業
● 各教育委員会での研修会の資料
など，課題の解決に向けた様々な場面で御活
用いただけます。
　このアイディア例が，先生方それぞれの
「アイディア」の広がりにつながっていくことを
期待しています。
　授業アイディア例は，解説資料・報告書と併
せて御活用いただくと効果的です。各アイディア
に「参照▶」として該当ページを示しています
ので，解説資料や報告書も御覧ください。
ポイント！
TYPE Ⅰ
TYPE Ⅱ
TYPE Ⅲ
児童生徒のつまずきの状況を把
握し‚ その解決を図りたいときは
短時間で知識・技能の定着を図
りたいときは
数時間にわたる学習過程の中で，
知識・技能の習得と活用を図り
たいときは
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･･
「故事成語について調べ，クイズをしよう」
～故事成語の意味を理解し，使うことができる～
「登場人物の人物像や相互関係を関係図に表そう」
～登場人物の人物像を捉え，相互関係を明確にしながら読むことができる～
「立場や意図をはっきりさせながら，討論会をしよう」
～司会の役割を果たしたり，立場や根拠を明確にしたりして，話し合うことができる～
「分かったことや疑問に思ったことを整理し，それらを関係付けよう」
～二文を一文にしたり，「例えば」を使ったりして文章を書くことができる～
「同じ作者の詩を比べて読み，考えたことを伝え合おう」
～複数の詩を読んで，自分の考えを広げたり深めたりすることができる～
「こみぐあいを図に表して立式しよう」
～立式の根拠を明確にする～
「図形の約束や性質に基づいて作図しよう」
～作図の方法と図形の約束や性質を関連付ける～
「算数の言葉である式に表現し，考えよう」
～見つけたきまりについて，目的をもって式を変形し説明する～
「資料から読み取ったことをグラフに表してわかりやすく伝えよう」
「一あた半の長さについて考えよう」
～基準量と比較量，割合の関係の理解を深める～
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授業アイディア例の見方
課題の解決に向けた観点として，次の３つのタイプを設けています。
　短時間で知識・技能を
確認して定着を図る事例
P.7　 「故事成語について調べ，クイズを
          しよう」
P.13  「同じ作者の詩を比べて読み，考え
          たことを伝え合おう」
P.17  「算数の言葉である式に表現し，
          考えよう」 
P.19  「資料から読み取ったことをグラフ
         に表してわかりやすく伝えよう」
　数時間にわたる学習過程
の中で，知識・技能の習得
と活用を図る事例
プロセス
の中で
ケースに
応じて
TYPE Ⅱ TYPE Ⅲ
小学校
算 数
小学校
国 語
　解答類型は, 一人一人の児童生徒の具
体的な解答状況を把握することができる
よう, 設定する条件などに即して解答
を分類 , 整理するためのものです。
　正誤だけではなく，一人一人の誤答の
状況（どこでつまずいているのか）に着目
して，学習指導の改善・充実を図ること
ができます。
　調査問題の解答類型（※）等からつまずきの状況を把握し，
その解決を図る事例
P.11   「分かったことや疑問に思ったことを
　　　  整理し，それらを関係付けよう」
P.15　「こみぐあいを図に表して立式しよう」
P.16　「図形の約束や性質に基づいて作図しよう」
P.17　「算数の言葉である式に表現し，考えよう」
P.19　「資料から読み取ったことをグラフに表して
　　　  わかりやすく伝えよう」
P.21　「一あた半の長さについて考えよう」
※解答類型とは？
TYPE Ⅰ
小学校
国 語
小学校
算 数
該当する設問の概要，正答率を示しています。
　調査問題に関係する学習指導要領
における領域・内容を示しています。
　国立教育政策研究所で作成して
いる他の資料の関連部分を示して
います。
　教科名，本授業アイディア例の
タイプ，該当設問を示しています。
　タイトルではどのような活動を行
うのかを，サブタイトルではどのよ
うな力を身に付けたいのかを示して
います。
　調査結果から見られた課題につい
ての解説や本アイディアの作成意図，
指導の狙い等を記述しています。
　本授業アイディア例を活用するに
当たって，授業づくりの参考となる
よう，他の学年・各教科等での指導
に生かすことなど，参考となる情報
や指導上の留意点等を記述してい
ます。
　本授業アイディア例において，
特に注目・留意をしていただきたい
指導上のポイントを記述しています。
について参照▶
についてポイント！
ピンポイントで
P.8   「登場人物の人物像や相互関係を
         関係図に表そう」
P.9   「立場や意図をはっきりさせながら，
         討論会をしよう」
小学校
国 語
小学校
算 数
P.16「図形の約束や性質に基づいて
          作図しよう」
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・・・
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主な特徴
主な特徴
◇…相当数の児童ができている点　　◆…課題のある点
(   ) 内の記号は，A…国語Ａ， Ｂ…国語Ｂ　　〔　〕 内の記号は，問題番号
◇…相当数の児童ができている点　　◆…課題のある点
(   ) 内の記号は，A…算数Ａ， Ｂ…算数Ｂ　　 〔　〕 内の記号は，問題番号
国 語
小学校
算 数
小学校
話すこと・
聞くこと
書くこと
読むこと
数と計算
量と測定
図　形
数量関係
●　  整数，小数，分数の四則計算をすること , 特に計算の順序についての
   きまりなどを理解することに，改善の状況が見られる。
●　 図を観察して数量の関係を理解したり，数量の関係を表現している図
   を解釈したりすることに課題がある。
●　  数量の大小を比較する際に，根拠となる事柄を過不足なく示し，判断
   の理由を説明することについて，改善の状況が見られる設問もあるもの
   の，依然として課題がある。
◇（A）　　整数，小数，分数の四則計算をすることは, 相当数の児童がで
　　　 きている。
◆（A）　　割合が１より小さい場合でも，比較量が（基準量）×（割合）で
　　　 求められることの理解に課題がある。
◆（B）　　10人分の量を基に 40人分の量を相対的に捉え，その関係を表し
          ている図を選択することに課題がある。
◇（A）　　示された直方体の体積を求めることは，相当数の児童ができて
　　　 いる。
◆（B）　　示された情報を基に，条件に合う時間を求めることに課題がある。
◆（B）　　示された情報を基に必要な量と残りの量の大小を判断し，その理
　　　 由を言葉と数を用いて記述することに課題がある。
◇（A）　　計算の順序についてのきまりを理解して計算したり，計算のきま
　　　 りを具体的な場面に置き換えて捉えたりすることについては，相当
　　　 数の児童ができており指導の改善の状況が見られる。
◆（B）　　全体と部分の関係を示すために用いるグラフを選択することに課
　　　 題がある。
◆（B）　　繰り返し出現する事象から規則性を読み取ることに課題がある。
●　 複数の内容を含む文を分析的・統合的に理解することについて，複数
　の事柄を「～たり ,  …たり」という表現を用いて適切な文に書き直すこ
   とは良好である。また, 仮定の表現を用いて適切な文に書き直すことも，
   相当数の児童ができている。 
●　 立場や根拠を明確にして話し合うことについて，発言をする際に一定
　の立場に立ってはいるが，根拠を明確にした上で発言する点に，依然と
　して課題がある。
◆（B）　　司会の役割として話合いの観点を整理したり，質問の意図を捉え
　　    たりすることに課題がある。
◆（A）  　物語を創作する際，情景描写の効果を捉えることに課題があり，
　　　 指導の充実が求められる。
◆（A）  　物語の登場人物の相互関係を捉えることに，依然として課題が
　　　 ある。
◆（B）  　詩の解釈における着眼点の違いを捉えることに課題があり，指導
          の充実が求められる。
◇（A）  　今回出題した漢字の読み書きは，相当数の児童ができているもの
　　　 がある。
◆（A）  　今回出題した故事成語の意味や使い方を理解することに課題があ
          り，指導の充実が求められる。
伝統的な言語
文化と国語の
特質に関する
事項
平成26年度  全国学力・学習状況調査  の結果から明らかになったこと
〔Ａ１（5），Ａ８ 〕
〔Ｂ２（3）〕
〔Ｂ４（1）〕
◇（A）　　円周の長さを，直径の長さを用いて求めることについては，相当
　　　 数の児童ができている。
◆（A）　　作図に用いられる図形の約束や性質を理解することに課題がある。
◆（B）　　示された条件を基に，平面に４つの長方形を敷き詰めることに課
　　　 題がある。
〔Ａ５ （1）〕
〔Ｂ５（1）〕
〔Ａ６ 〕
〔Ａ５ （2）〕
〔B３ （1）〕
〔Ｂ３ （3）〕
〔Ａ１ 〕
〔Ａ２ （2）〕
〔Ｂ３ （2）〕
〔Ａ 1 , A 8 〕
〔Ａ 2 （2）, B 5 （2）〕
〔Ｂ２ （2）, B 3 （3）〕
〔A ６ 一・二 〕
〔Ｂ１ 三 〕
〔 B１ 一・二 〕
〔Ａ３ 〕
 〔Ａ５ 〕
〔Ｂ３ 二 〕
〔Ａ１ 一・二 〕
〔Ａ２ 〕
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授業アイディア例
TYP
E Ⅲ
国 語
Ａ ２
 TY
PE Ⅱ
国 語
Ａ ５
 
授業アイディア例
　上記の「取り上げる故事成語の
例」をカードにして黒板に掲示し，
　　　　に入る故事成語を選ぶ。
その際，意味も言うようにする。
第一次（①／４） A ２ の問題を活用しながら,  学習課題や学習計画を立てる 事例 １ 物語を読み，人物像を捉える（対象：第３学年以上　例：ごんぎつね）
第二次（②③／４） グループで調べる故事成語を決め，意味や使い方を調べ，問題を作る
第三次（④／４） 故事成語クイズをする
「故事成語について調べ，クイズをしよう」
～故事成語の意味を理解し，使うことができる～
● 　 人物の相互関係を捉えるためには，登場人物に関わる描写（行動や表情，会話）などに着目しながら人物像を捉えることが大
切です。本アイディアは，物語を読んで，紹介したり，推薦したりする言語活動と関連付けることができます。
参照▶「平成 26年度　報告書　小学校　国語」  P.27 ～ P.29，「平成 26年度　解説資料　小学校　国語」  P.17 ～ P.18 参照▶「平成 26年度　報告書　小学校　国語」  P.35 ～ P.37，「平成 26年度　解説資料　小学校　国語」  P.24 ～ P.26
〔第３学年及び第４学年〕
                   伝国 （1）ア（ｲ）
学習指導要領における領域・内容
本授業アイディア例 活用のポイント
● 　 本アイディアは，第４学年の教科書教材に関連させて指導すると効果的です。第５学年・第６学年では，スピーチをしたり，
随筆を書いたりするときに，故事成語を使うように指導することも考えられます。
本授業アイディア例 活用のポイント
　「五十歩百歩」「百聞は一見にしかず」の使い方として適切なものを
選択する
課題の見られた問題の概要と結果
Ａ ２ 　故事成語の意味と使い方を理解する
Ａ ２ 一 正答率 56.0%
Ａ ２ 二 正答率 50.1%
　物語の一部に入る適切な人物の名前を書くＡ ５  正答率 65.5%
課題の見られた問題の概要と結果
Ａ ５ 　登場人物の相互関係を捉える
「登場人物の人物像や相互関係を関係図に表そう」
～登場人物の人物像を捉え，相互関係を明確にしながら読むことができる～
　 物語の登場人物の相互関係を捉えることに課題が見られました。そこで，本アイディアでは，この課題を解決するために，第３学年
以上においては，登場人物の人物像を捉えること，第５学年以上においては，登場人物の相互関係を明確にすることを狙いとし，関係
図を用いて説明する指導事例を紹介します。
〔第５学年及び第６学年 ] Ｃ エ
学習指導要領における領域・内容
　登場人物の相互関係は，物語の進行
に伴って変化していきます。そうした
関係を，場面の移り変わりに注意しな
がら，叙述を基に説明し合いましょう。
　故事成語の意味と使い方を理解することに課題が見られました。そこで，本アイディアでは，この課題を解決するために，故事成
語を用いた問題を作ったり，それに答えたりするような事例を紹介します。なお，本アイディアは，第４学年以上を対象にしています。
❶　物語を読み，登場する人
物を順番に書き出す。
　　中心となる登場人物（主
人公）を確かめる。
【きつねのごんの人物像を捉えるワークシートの例】
 【「かくれんぼう」に登場する人物を捉えた板書例】
　人物の性格を表す言
葉を，みんなで集めて
みましょう。
　　　　　　　 には，
どんな故事成語が入る
でしょう。
　答えは，「蛇足」です。
最後の一行が余計だった
という意味だからです。
❸　登場人物の行動や会話が
書かれている叙述を基に，
人物の性格を話し合う。
❷　叙述の中から，どのよう
な人物かが分かる言葉を書き
出し，観点ごとに整理する。
❶　物語を読み，登場する人物像を捉える。
❸　登場人物の相互関係を人物名のカー
ドや矢印などを操作して関係図を基に
説明し合う。
❷　登場人物同士の関わり合いを叙述を
基に捉え，関係図に表す。
取り上げる故事成語の例
①「蛇足」 ②「五十歩百歩」 ③「漁夫の利」 ④「温故知新」
⑤「蛍雪の功」 ⑥「杞憂」 ⑦「推敲」 ⑧「助長」 ⑨ 「矛盾」 
⑩「虎の威を借る狐」 ⑪「百聞は一見にしかず」 
⑫「他山の石」 ⑬「登竜門」 ⑭「先んずれば人を制す」 
⑮「良薬は口に苦し」 ⑯「一を聞いて十を知る」　など
単元「故事成語について調べ , クイズをしよう」（全４時間）
【Ａ２の問題の活用例】
①Ａ２一・二のそれぞれの選択肢は何の故事成語にあたるかを考える。
② 「五十歩百歩」や「百聞は一見にしかず」を使って別の文章を考える。
③Ａ２のその他の選択肢に当たる故事成語を使って別の文章を考える。
④Ａ２以外の故事成語について話し合う。
❶　学校図書館において故事成語について調べる ❷　調べたことをカードにまとめる
❶　問題を提示する ❷　問題を解く
　国語辞典，故事成語辞典などを利用して故事成語の意
味や使い方を調べる。 故事成語 蛇足（だそく）
　必要のないものまで加えて，そのことで全体
をだめにしてしまうこと。
　ヘビの絵をかく競争で，早くかき上げた人が
よけいな足をかき加えたために負けになったこ
とから。
　ぼくは，書いた手紙を読み直して，最後の一
行を消すことにした。なぜならば，「蛇足」だと
思ったからだ。
　出題者は問題　　　 を読む。
　ぼくは，書いた手紙を読み直して，最
後の一行を消すことにした。なぜならば， 
　　　　　　だと思ったからだ。
　正解です。「蛇足」と
いう言葉の由来は，○○
です。
本文の中には、
この関係につい
ての記述はない。
❸　答え合わせをする
　出題者は，正解を述べた後，意
味と由来についてカードを見せな
がら発表する。
事例 ２ 登場人物の相互関係を説明する（対象：第５学年以上　例：A ５ かくれんぼう）
〔体の特ちょう〕
・小ぎつね
〔家族のようす〕
・ひとりぼっち
〔すきなこと〕
・いたずら
〔住んでいるところ〕
・しだのいっぱい
しげった森の中
にほったあな
「おれと同じひ
とりぼっちの兵
十か」と言って
いるから
「ごんは、うなぎのつ
ぐないに、まず一つ、
いいことをしたと思い
ました。」とあるから
兵十につぐなう
ため松たけや栗
を毎日運んでい
たから
ごんの性格 … さびしがりやでやさしい
・やさしい・あまえんぼう
・勝ち気・よわよわしい
・がんこ・さびしがりや
・わがまま・おとなしい
・明るい・のん気・せっかち
・おっとり・おくびょう
・ジョールの妹
・「ジョールはうそ。いやだわ、私。」
・泣き出しそうな顔をした。
・気の毒そうに思っている。
・「そんなら、いいわ。
　 私、おにになるわ。」
次のおにに
代わろうとする
????????????????
???
??????
かばう
たよる
責める
うらむ
ポイント！
　クイズには，問いと答えをやり取り
する楽しさがあります。その特性を学
習活動に位置付けることによって，故
事成語の意味や使い方についての理解
を深めることができます。
ポイント！
意味
由来
用例
+ + 　根拠となる叙述を，複数取り出し，それらをまとめ
て説明することが大事！
性格を表す言葉
用例
・オデットの兄
・兄さんは、妹をにらんだ。
・「オデット、おいで。」不興気に
　言った。
ふ きょう げ
〔名前〕
??
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授業アイディア例
　上記の「取り上げる故事成語の
例」をカードにして黒板に掲示し，
　　　　に入る故事成語を選ぶ。
その際，意味も言うようにする。
第一次（①／４） A ２ の問題を活用しながら,  学習課題や学習計画を立てる 事例 １ 物語を読み，人物像を捉える（対象：第３学年以上　例：ごんぎつね）
第二次（②③／４） グループで調べる故事成語を決め，意味や使い方を調べ，問題を作る
第三次（④／４） 故事成語クイズをする
「故事成語について調べ，クイズをしよう」
～故事成語の意味を理解し，使うことができる～
● 　 人物の相互関係を捉えるためには，登場人物に関わる描写（行動や表情，会話）などに着目しながら人物像を捉えることが大
切です。本アイディアは，物語を読んで，紹介したり，推薦したりする言語活動と関連付けることができます。
参照▶「平成 26年度　報告書　小学校　国語」  P.27 ～ P.29，「平成 26年度　解説資料　小学校　国語」  P.17 ～ P.18 参照▶「平成 26年度　報告書　小学校　国語」  P.35 ～ P.37，「平成 26年度　解説資料　小学校　国語」  P.24 ～ P.26
〔第３学年及び第４学年〕
                   伝国 （1）ア（ｲ）
学習指導要領における領域・内容
本授業アイディア例 活用のポイント
● 　 本アイディアは，第４学年の教科書教材に関連させて指導すると効果的です。第５学年・第６学年では，スピーチをしたり，
随筆を書いたりするときに，故事成語を使うように指導することも考えられます。
本授業アイディア例 活用のポイント
　「五十歩百歩」「百聞は一見にしかず」の使い方として適切なものを
選択する
課題の見られた問題の概要と結果
Ａ ２ 　故事成語の意味と使い方を理解する
Ａ ２ 一 正答率 56.0%
Ａ ２ 二 正答率 50.1%
　物語の一部に入る適切な人物の名前を書くＡ ５  正答率 65.5%
課題の見られた問題の概要と結果
Ａ ５ 　登場人物の相互関係を捉える
「登場人物の人物像や相互関係を関係図に表そう」
～登場人物の人物像を捉え，相互関係を明確にしながら読むことができる～
　 物語の登場人物の相互関係を捉えることに課題が見られました。そこで，本アイディアでは，この課題を解決するために，第３学年
以上においては，登場人物の人物像を捉えること，第５学年以上においては，登場人物の相互関係を明確にすることを狙いとし，関係
図を用いて説明する指導事例を紹介します。
〔第５学年及び第６学年 ] Ｃ エ
学習指導要領における領域・内容
　登場人物の相互関係は，物語の進行
に伴って変化していきます。そうした
関係を，場面の移り変わりに注意しな
がら，叙述を基に説明し合いましょう。
　故事成語の意味と使い方を理解することに課題が見られました。そこで，本アイディアでは，この課題を解決するために，故事成
語を用いた問題を作ったり，それに答えたりするような事例を紹介します。なお，本アイディアは，第４学年以上を対象にしています。
❶　物語を読み，登場する人
物を順番に書き出す。
　　中心となる登場人物（主
人公）を確かめる。
【きつねのごんの人物像を捉えるワークシートの例】
 【「かくれんぼう」に登場する人物を捉えた板書例】
　人物の性格を表す言
葉を，みんなで集めて
みましょう。
　　　　　　　 には，
どんな故事成語が入る
でしょう。
　答えは，「蛇足」です。
最後の一行が余計だった
という意味だからです。
❸　登場人物の行動や会話が
書かれている叙述を基に，
人物の性格を話し合う。
❷　叙述の中から，どのよう
な人物かが分かる言葉を書き
出し，観点ごとに整理する。
❶　物語を読み，登場する人物像を捉える。
❸　登場人物の相互関係を人物名のカー
ドや矢印などを操作して関係図を基に
説明し合う。
❷　登場人物同士の関わり合いを叙述を
基に捉え，関係図に表す。
取り上げる故事成語の例
①「蛇足」 ②「五十歩百歩」 ③「漁夫の利」 ④「温故知新」
⑤「蛍雪の功」 ⑥「杞憂」 ⑦「推敲」 ⑧「助長」 ⑨ 「矛盾」 
⑩「虎の威を借る狐」 ⑪「百聞は一見にしかず」 
⑫「他山の石」 ⑬「登竜門」 ⑭「先んずれば人を制す」 
⑮「良薬は口に苦し」 ⑯「一を聞いて十を知る」　など
単元「故事成語について調べ , クイズをしよう」（全４時間）
【Ａ２の問題の活用例】
①Ａ２一・二のそれぞれの選択肢は何の故事成語にあたるかを考える。
② 「五十歩百歩」や「百聞は一見にしかず」を使って別の文章を考える。
③Ａ２のその他の選択肢に当たる故事成語を使って別の文章を考える。
④Ａ２以外の故事成語について話し合う。
❶　学校図書館において故事成語について調べる ❷　調べたことをカードにまとめる
❶　問題を提示する ❷　問題を解く
　国語辞典，故事成語辞典などを利用して故事成語の意
味や使い方を調べる。 故事成語 蛇足（だそく）
　必要のないものまで加えて，そのことで全体
をだめにしてしまうこと。
　ヘビの絵をかく競争で，早くかき上げた人が
よけいな足をかき加えたために負けになったこ
とから。
　ぼくは，書いた手紙を読み直して，最後の一
行を消すことにした。なぜならば，「蛇足」だと
思ったからだ。
　出題者は問題　　　 を読む。
　ぼくは，書いた手紙を読み直して，最
後の一行を消すことにした。なぜならば， 
　　　　　　だと思ったからだ。
　正解です。「蛇足」と
いう言葉の由来は，○○
です。
本文の中には、
この関係につい
ての記述はない。
❸　答え合わせをする
　出題者は，正解を述べた後，意
味と由来についてカードを見せな
がら発表する。
事例 ２ 登場人物の相互関係を説明する（対象：第５学年以上　例：A ５ かくれんぼう）
〔体の特ちょう〕
・小ぎつね
〔家族のようす〕
・ひとりぼっち
〔すきなこと〕
・いたずら
〔住んでいるところ〕
・しだのいっぱい
しげった森の中
にほったあな
「おれと同じひ
とりぼっちの兵
十か」と言って
いるから
「ごんは、うなぎのつ
ぐないに、まず一つ、
いいことをしたと思い
ました。」とあるから
兵十につぐなう
ため松たけや栗
を毎日運んでい
たから
ごんの性格 … さびしがりやでやさしい
・やさしい・あまえんぼう
・勝ち気・よわよわしい
・がんこ・さびしがりや
・わがまま・おとなしい
・明るい・のん気・せっかち
・おっとり・おくびょう
・ジョールの妹
・「ジョールはうそ。いやだわ、私。」
・泣き出しそうな顔をした。
・気の毒そうに思っている。
・「そんなら、いいわ。
　 私、おにになるわ。」
次のおにに
代わろうとする
????????????????
???
??????
かばう
たよる
責める
うらむ
ポイント！
　クイズには，問いと答えをやり取り
する楽しさがあります。その特性を学
習活動に位置付けることによって，故
事成語の意味や使い方についての理解
を深めることができます。
ポイント！
意味
由来
用例
+ + 　根拠となる叙述を，複数取り出し，それらをまとめ
て説明することが大事！
性格を表す言葉
用例
・オデットの兄
・兄さんは、妹をにらんだ。
・「オデット、おいで。」不興気に
　言った。
ふ きょう げ
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　C さんは手書き
の立場だな。その理由
は，文字をそのまま残
すことが記念に残ると
考えているんだな。
　D さんも手書き
の立場だな。その理由
は，自分のペースで作
業を進めることができ
るので，取り組みやす
いと考えているんだ。
　司会は相手の発言内容を
受け止め，それらの中心と
なることを心の中でつぶや
きながら確認しましょ
う。また，メモを取る
ことも大切です。
　司会がそれぞれの立場からの主張を整理し，話合いの観点を明確にすることや，参加者が立場や意図を明確にして質問や意見を述
べることに課題が見られました。そこで，本アイディアでは，これらの課題を解決するために，本問を活用した指導のポイントを整
理します。なお，本アイディアは，第５学年以上を対象にしています。
❶　各自，手書きとパソコンのよい点と悪い点を
表にまとめる。
「立場や意図をはっきりさせながら，討論会をしよう」
～司会の役割を果たしたり，立場や根拠を明確にしたりして，話し合うことができる～ 〔第５学年及び第６学年〕 Ａ エ オ
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ ウ
学習指導要領における領域・内容課題の見られた問題の概要と結果
B  １　立場や意図をはっきりとさせながら討論する〈卒業文集〉
司会❹の発言の内容をまとめて書くB  １ 一 正答率 65.4%
林さん❺の質問の狙いとして適切なものを選択するB  １ 二 正答率 60.3%
大野さん❷の発言に対し，手書きの立場から質問か意見かを聞くB  １ 三 正答率 28.4%
　Ａさんは，「去年の卒業文集には読みにく
いところがありました」と言いましたね。ど
の部分が読みにくかったのですか。また，文
字以外に読みにくいところはありましたか。
　Ｂさんは，「学級の半分くらいの人は、パソ
コンを使うことに慣れている」と言いました
ね。慣れていない残りの半分の人は困ってし
まい作業に取り組めないと思います。だから，
私はやっぱり手書きの方がよいと思います。
　「卒業文集は手書きがよいか，パソコンがよいか」話 題
● 　 相手の主張を踏まえて質問や意見を述べるためには，相手の言葉を的確に受け止めることが大切です。設問三では，相手の言
葉をそのまま引用することを条件にしました。ただ，実際の討論や話合いの場合においては，一言一句違わず引用しなくてもよ
い場合もあります。また，相手の主張の中のキーワードや一部分を用いて要約することもあります。国語科において討論会を通
して育んだ能力を，各教科等や実生活の中で活用することが大切です。
参照▶「平成 26年度　報告書　小学校　国語」  P.48 ～ P.57，「平成 26年度　解説資料　小学校　国語」  P.36 ～ P.42
本授業アイディア例 活用のポイント
指導のポイント１ 討論会の話題を分析し，自分の立場を明確にする
指導のポイント２ 司会がそれぞれの立場からの主張を整理し，話合いの観点を明確にする
【手書きとパソコンのよい点と悪い点をまとめた表の例】
・自分らしさが出る。
・気持ちを込めることが
  できる。
・誰でもできる。
??? ・字がそろってきれい。
・すぐに書き直すことが
  できる。
・すぐに書き直すことが
  できない。
・文字に自信がない人は
  嫌に感じる。
???
・パソコンが全員分無いと
  取り組みにくく，できない。
手書き パソコン
❷　自分の立場を決める。
❸　同じ立場のグルー
プで集まり，ベン図
を用いて共通点を見
つける。
　三人の共通点は
ここになるね。
私はパソコンの立場にしよう。
■設問一では，司会が，それぞれの立場からの主張を整理し，話合いを進行しています。
　話合いの観点を明確にするための手順や方法を示します。 指導のポイント３ 相手の意見を引用するなどして，自分の質問や意見を述べる
■質問や意見を述べる場合には，相手の主張を正しく引用し，それに基づいて話すことが大切です。
■司会は記録係と協力して，共通点や相違点を整理し黒板で示すことも考えられます。
【司会の心の中のつぶやき例】
【手書きとパソコンの共通点や相違点を表した図の例】
　立場は違っても，共通する観点から意見を言っている。「作
業の取り組みやすさ」と「記念に残る」の２つに整理でき
そうかな。これらをみんなに示して話合いを進めていこう。
ステップ１
　司会は発言内容をよく聞き，
考えの中心となることを捉える。
ステップ２
　それぞれの立場からの主張を
聞き分け，分類したり整理した
りする。
司 会
????????
…
 Aさんはパソコン
の立場だな。その理由
は，何度も簡単に書き
直すことができるので
作業に取り組みやすい
と考えているんだな。
　B さんもパソコ
ンの立場だな。その理
由は，記念に残すため
に文字の形や大きさを
そろえて読みやすくし
ようという考えだな。
　
　相手の主張を引用して，分からない点や
分かりにくい点を質問してみましょう。
　
　「○○さんが…と話したように，私も…
です」などと，似たような内容であっても
自分なりの言葉を使って発言しましょう。
　
　相手の立場を尊重した言葉遣いで話すこ
とも大切にしましょう。
質問するとき
賛成の意見を述べるとき
反対の意見を述べるとき
抽象的な文言を具体化しようとする例質問
根拠を明確にする例意見
手書きの
よいところ
・原稿を切り貼りし
て順番を考えるこ
とができる
加工・編集の
しやすさ
・いつでもどこでも
取り組むことがで
きる
作業の
取り組みやすさ
・味がある
・個性がある
記念に残る
卒業文集のあり方
パソコンの
よいところ
・書いた内容の配置
を考えることがで
きる
加工・編集の
しやすさ
・何度でも簡単に書
き直すことができ
る
作業の
取り組みやすさ
・文字の大きさがそろい，
きれい
記念に残る
卒業文集のあり方
：本問で取り上げられた観点　　　　　　　　：本問で取り上げられていない新たな観点
ポイント！
ポイント！
■双方の立場から考えることが大事です。
ステップ３
　それぞれの主張を整理し，話
合いの観点を明確に示す。
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　「○○さんが…と話したように，私も…
です」などと，似たような内容であっても
自分なりの言葉を使って発言しましょう。
　
　相手の立場を尊重した言葉遣いで話すこ
とも大切にしましょう。
質問するとき
賛成の意見を述べるとき
反対の意見を述べるとき
抽象的な文言を具体化しようとする例質問
根拠を明確にする例意見
手書きの
よいところ
・原稿を切り貼りし
て順番を考えるこ
とができる
加工・編集の
しやすさ
・いつでもどこでも
取り組むことがで
きる
作業の
取り組みやすさ
・味がある
・個性がある
記念に残る
卒業文集のあり方
パソコンの
よいところ
・書いた内容の配置
を考えることがで
きる
加工・編集の
しやすさ
・何度でも簡単に書
き直すことができ
る
作業の
取り組みやすさ
・文字の大きさがそろい，
きれい
記念に残る
卒業文集のあり方
：本問で取り上げられた観点　　　　　　　　：本問で取り上げられていない新たな観点
ポイント！
ポイント！
■双方の立場から考えることが大事です。
ステップ３
　それぞれの主張を整理し，話
合いの観点を明確に示す。
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????? ?
??????? ??????
?????
?????
????? ?
「分かったことや疑問に思ったことを整理し，
 それらを関係付けよう」
～二文を一文にしたり，「例えば」を使ったりして文章を書くことができる～ 〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ ウ
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ ウ
学習指導要領における領域・内容課題の見られた問題の概要と結果
B  ２　科学に関する本や文章などを効果的に読む〈動物の鼻〉
付箋の内容を関係付けて，野口さんのまとめを書くB  ２ 二 正答率 27.1%
????????
???
????????
?????????????????
???
??????
????????????
??????? ??
???
??
???????
???????????????????
??????? ???
??????
??
?
?
?????
?????????????? ???
??
?
?
?????
????????? ??
??
???????
??????????
?????? ?
??????? ????????
ポイント！
● 　 本問は，「自分の課題を解決するために科学に関する本や文章などを効果的に読む」という言語活動として位置付けることが
できます。単元の学習過程としては，次のような流れが考えられます。
　　本アイディアについては，「④情報の関係付け・記述」の段階で活用することができます。
● 　 科学読み物などを読み，分かったことや考えたことをまとめる際には，必要な条件を与えたり，教師がモデルを示したりして，
一定のまとまった文章を書くように指導することが大切です。
参照▶「平成 26年度　報告書　小学校　国語」  P.58 ～ P.68，「平成 26年度　解説資料　小学校　国語」  P.44 ～ P.51
本授業アイディア例 活用のポイント
誤答傾向①に対する手立て 文と文をつなぐ方法を考え，二文を一文にして書き直す
誤答傾向②に対する手立て 「例えば」を使って，文と文の関係を整える
条件①
　【野口さんのふせん】➌と➍の
両方を使って書くこと。
条件③
　書き出しの言葉に続けて、100
字以上、120 字以内にまとめて
書くこと。
条件②
　【野口さんのふせん】➌の内容
については、【科学読み物】の
　　　部の二文を一文にして書
くこと。
　また、➍の内容については、「例
えば」という言葉を使って書く
こと。
■誤答例
×　水場や食べ物をさがすこともできる。ま
　た、においのちがいで仲間を見つけること
　もできる。
×　水場や食べ物をさがすことができる。さ
　らに、においのちがいで仲間を見つけるこ
　ともできる。
誤答傾向①
二文を一文にして書くことができない。
■
本文??????????????????????
???????????????????????
■誤答例
×　調べていくうちに新たなぎ問も出た。例
　えば、においを感じ取ることにすぐれた動
　物はどのような動物かということだ。イヌ
　は、どれくらい先のにおいを感じ取るのか
　調べたい。
誤答傾向②
「例えば」を適切に使って書くことが
できない。
Ｂ２ 設問二の誤答例にはどのようなものが？
???
??????????????????????
?????????????????????? ??????? ??????????? ????????
??
???
誤答傾向①②の
解決のその前に… 【野口さんのふせん】の全体の構成を捉えることが大事！
???????
???????
??
?
??
??? ????
??
??
? ?
??????
????????
???
?
??? ???????
??????
????????????????
??????
??? ??????????????????
??????? ??
?????
　ゾウの長い鼻は、においを感じ取ることができるのか。
???????????➊
  長いからといって、に
おいを感じ取ることができな わけではない。???????????????➋
  二、三キロメートル
先のにおいをかぎ分けるともいわれている。
➍
  においを感じ取ることに
すぐれた動物はどのような動物か？・イヌは、どれくらい先においを感じ取るのか。
???????????????
■正答例　においを感じ取ることにすぐれた動物とはどのような動物かということだ。例えば、
??
は、ど
れくらい先のにおいを感じ取るのか調べたい。
??????????????
?????????
?????
????? ?????
???
??????
???? ??????
??????
?????
?? ??????
????? ?
???
?
①問題の把握
　課題設定
②予想
　選書・情報収集
④情報の関係付け･記述③情報の取り出し ⑤交流・評価
　科学読み物を読み，分かったことや疑問に思ったことを整理し，それらを関係付けながらまとめて書くことに課題が見られました。
そこで，本アイディアでは，この課題を解決するために，Ｂ２ 設問二の誤答例に応じた具体的な手立てを示します。なお，本アイディ
アは，第５学年以上を対象にしています。
➌
  すぐれた鼻を使うこ
とで、水場や食べ物をさがすことや、仲間を見つけることもできる。
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●6についての発言例
　【詩１】では，タンポ
ポと動物の鳴き声や特
ちょうをうまく結び付け
て，タンポポの呼び方を
書いているね。
●8についての発言例
　【詩２】では，ていねい
な言葉を使ったり，使わ
なかったりしているわ。
　詩の解釈における着眼点の違いを捉えることや，二つの詩を比べて読み，条件に合わせて適切に書くことに課題が見られました。
そこで，本アイディアでは，これらの課題を解決するために，「同じ作者の詩を比べて読み，考えたことを伝え合おう」という単元を
構想します。なお，本アイディアは，第５学年以上を対象にしています。
　条件は一つの評価規準と
考えることができます。
「同じ作者の詩を比べて読み，考えたことを伝え合おう」
～複数の詩を読んで，自分の考えを広げたり深めたりすることができる～ 〔第３学年及び第４学年〕 C オ
〔第５学年及び第６学年〕 B ウ
〔第５学年及び第６学年〕 C エ
学習指導要領における領域・内容課題の見られた問題の概要と結果
B  ３　詩を比べて読む
【詩２】に対する山田さんの解釈として適切なものを選択するB  ３ 二 正答率 48.7%
【詩１】と【詩２】を比べて読んで考えたことを書くB  ３ 三 正答率 48.3%
●4についての発言例
　【詩 ２】で は，「あ ー ら
ひょーら ぷーら しょ」と
いう印象深いことばを何度
も書いているわ。つい口に
出したくなるわね。
●2についての発言例
　【詩１】では，動物の名
前と呼び方をならべている
よ。たんぽぽと生き物の仲
が良さそうだな。
　「たんぽぽ」について書かれた詩には，動物や植物になりきって書かれた言葉が出てきます。
　まど・みちおの，小さな生き物への思いやりや，やさしさを感じます。
　まど・みちおの詩には，いろいろな生き物をやさしく見守るあたたかい世界があります。
● 　【詩を読むときの観点】については，カードにまとめて教室に掲示したり，学習のポイントとしてノートに貼付したりするこ
とにより，定着を図ることができます。
● 　本アイディアは，まど・みちおの「たんぽぽ」を題材にした二つの詩を取り上げた事例です。このように，同じ作者の同じ題
材を取り上げる他，同じ題材で違う作者の作品を比べたり，同じ作者で違う題材の作品を比べたりすることも考えられます。
参照▶「平成 26年度　報告書　小学校　国語」  P.69 ～ P.77，「平成 26年度　解説資料　小学校　国語」  P.52 ～ P.58
本授業アイディア例 活用のポイント
第一次（①／４） 【詩を読むときの観点（「表現の仕方」「作者や語り手」）】をまとめる
第三次（③④／４） 同じ作者（まど・みちお）のものの見方や考え方について感じ取ったことを発表し合う
比べ読み
①
②
詩他の詩
　複数の詩を比べて読むことによってそれ
ぞれの詩の特徴やよさを捉えることができ
ます。（左図①）
　また，読者が作者のものの見方や考え方
を感じ取ることにつながります。（左図②）
【観点をまとめるための手立て】 【詩を読むときの観点】
①　これまでに教科書で学習した詩を
再度読んで，それぞれの詩の特徴を
話し合う。
　　まど・みちおの詩を読み，学習課
題「同じ作者の詩を比べて読み，考
えたことを伝え合おう」を設定し，
学習計画を立てる。
■　【詩を読むときの観点】（右ページ参照）と
して「表現の仕方」や「作者や語り手」の二
つに注目できるようにする。
■　まど・みちおの作品の中から同じ題材の詩
を２～３編取り上げて紹介する。また，まど・
みちお以外の同じ作者の詩についても，並行
して読むことを促す。
複数の詩を比べて読むことのよさは？
?? ??
単元「同じ作者の詩を比べて読み，考えたことを伝え合おう」（全４時間）
???
?
??
??
??
??
※
??????
????????????????????????
??????
???
???
スタート
ゴール
③　まど・みちおの詩の中から，自分
が気に入った詩を複数取り上げ，ま
ど・みちおのものの見方や考え方に
ついて感じ取ったことを伝え合う。
④　各自が選んだ同じ作者の詩を紹介
し合い，学習の振り返りをする。
■　まど・みちおの詩の中から気に入った詩を
選ぶ際には，グループや学級全体で輪読した
り群読したりすることを通して，解釈の幅を
広げられるようにする。
■　学習の振り返りでは，【詩を読むときの観点】
に基づいて詩の特徴を捉えることの大切さや，
同じ作者の複数の詩を比べて読むことのよさ
をまとめることができるようにする。
第二次（②／４） Ｂ ３ の二つの詩を比べて読み，互いの考えを発表し合う
②　Ｂ３の二つの詩を比べて読む。
○共通点や相違点を整理する。
　（個→グループ）
○共通点や相違点を基にして，自分
が考えたことを書く。
○学級全体で交流する。
■　【詩を読むときの観点】を基にして， Ｂ３ 
の二つの詩の共通点や相違点をまとめること
ができるようにする（右ページ参照）。
■　考えたことを書く際には，次のような条件
を与えるようにする。
〈条件の例〉
○字数
○共通点・相違点のいずれか，いずれも
○「たんぽぽ」「まど・みちお」のキーワード等
①　既習の教科書教材の詩
や，学校図書館で集めた詩
集に載っている詩を取り上
げる。
②　右に示す一つ一つの観点
について，具体例と合わせ
て確認する。
※　表現の技法について，
用語を指導する必要は
ありません。平易な言
葉で具体的な事例と合
わせて指導しましょう。
??????
 ????????????????????????
?
 ??
?
 ?? ??????
?
 ?? ?
?
 ?? ? ?
?
 ???????????????
?
 ??
?
 ?? ? ??????
?
 ??
????????????????
?
??
?
???????????????? ????
????????
〔Ｂ ３ の共通点や相違点を板書でまとめた例〕
ポイント！ポイント
！
作者や語り手
○視点
　・だれが
　・どこで
　・何を見ているか
○ものの見方や考え方
　・やさしい
　・あたたかい
・省略
・比喩
・擬態語
・擬人法
表現の仕方
○連の構成
○技法
　・反復
　・列挙
　・擬声語
　・倒置法
・・
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【詩１】と【詩２】を比べて読んで考えたことを書くB  ３ 三 正答率 48.3%
●4についての発言例
　【詩 ２】で は，「あ ー ら
ひょーら ぷーら しょ」と
いう印象深いことばを何度
も書いているわ。つい口に
出したくなるわね。
●2についての発言例
　【詩１】では，動物の名
前と呼び方をならべている
よ。たんぽぽと生き物の仲
が良さそうだな。
　「たんぽぽ」について書かれた詩には，動物や植物になりきって書かれた言葉が出てきます。
　まど・みちおの，小さな生き物への思いやりや，やさしさを感じます。
　まど・みちおの詩には，いろいろな生き物をやさしく見守るあたたかい世界があります。
● 　【詩を読むときの観点】については，カードにまとめて教室に掲示したり，学習のポイントとしてノートに貼付したりするこ
とにより，定着を図ることができます。
● 　本アイディアは，まど・みちおの「たんぽぽ」を題材にした二つの詩を取り上げた事例です。このように，同じ作者の同じ題
材を取り上げる他，同じ題材で違う作者の作品を比べたり，同じ作者で違う題材の作品を比べたりすることも考えられます。
参照▶「平成 26年度　報告書　小学校　国語」  P.69 ～ P.77，「平成 26年度　解説資料　小学校　国語」  P.52 ～ P.58
本授業アイディア例 活用のポイント
第一次（①／４） 【詩を読むときの観点（「表現の仕方」「作者や語り手」）】をまとめる
第三次（③④／４） 同じ作者（まど・みちお）のものの見方や考え方について感じ取ったことを発表し合う
比べ読み
①
②
詩他の詩
　複数の詩を比べて読むことによってそれ
ぞれの詩の特徴やよさを捉えることができ
ます。（左図①）
　また，読者が作者のものの見方や考え方
を感じ取ることにつながります。（左図②）
【観点をまとめるための手立て】 【詩を読むときの観点】
①　これまでに教科書で学習した詩を
再度読んで，それぞれの詩の特徴を
話し合う。
　　まど・みちおの詩を読み，学習課
題「同じ作者の詩を比べて読み，考
えたことを伝え合おう」を設定し，
学習計画を立てる。
■　【詩を読むときの観点】（右ページ参照）と
して「表現の仕方」や「作者や語り手」の二
つに注目できるようにする。
■　まど・みちおの作品の中から同じ題材の詩
を２～３編取り上げて紹介する。また，まど・
みちお以外の同じ作者の詩についても，並行
して読むことを促す。
複数の詩を比べて読むことのよさは？
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③　まど・みちおの詩の中から，自分
が気に入った詩を複数取り上げ，ま
ど・みちおのものの見方や考え方に
ついて感じ取ったことを伝え合う。
④　各自が選んだ同じ作者の詩を紹介
し合い，学習の振り返りをする。
■　まど・みちおの詩の中から気に入った詩を
選ぶ際には，グループや学級全体で輪読した
り群読したりすることを通して，解釈の幅を
広げられるようにする。
■　学習の振り返りでは，【詩を読むときの観点】
に基づいて詩の特徴を捉えることの大切さや，
同じ作者の複数の詩を比べて読むことのよさ
をまとめることができるようにする。
第二次（②／４） Ｂ ３ の二つの詩を比べて読み，互いの考えを発表し合う
②　Ｂ３の二つの詩を比べて読む。
○共通点や相違点を整理する。
　（個→グループ）
○共通点や相違点を基にして，自分
が考えたことを書く。
○学級全体で交流する。
■　【詩を読むときの観点】を基にして， Ｂ３ 
の二つの詩の共通点や相違点をまとめること
ができるようにする（右ページ参照）。
■　考えたことを書く際には，次のような条件
を与えるようにする。
〈条件の例〉
○字数
○共通点・相違点のいずれか，いずれも
○「たんぽぽ」「まど・みちお」のキーワード等
①　既習の教科書教材の詩
や，学校図書館で集めた詩
集に載っている詩を取り上
げる。
②　右に示す一つ一つの観点
について，具体例と合わせ
て確認する。
※　表現の技法について，
用語を指導する必要は
ありません。平易な言
葉で具体的な事例と合
わせて指導しましょう。
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〔Ｂ ３ の共通点や相違点を板書でまとめた例〕
ポイント！ポイント
！
作者や語り手
○視点
　・だれが
　・どこで
　・何を見ているか
○ものの見方や考え方
　・やさしい
　・あたたかい
・省略
・比喩
・擬態語
・擬人法
表現の仕方
○連の構成
○技法
　・反復
　・列挙
　・擬声語
　・倒置法
・・
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Aの部屋 Ｂの部屋
　ウのところが点Ｄになります。
ＡＢとＤＣ，ＢＣとＡＤが平行に
なりそうだからです。
　ウのところが点Ｄになります。
ＡＢとＤＣ，ＢＣとＡＤが同じ長
さになりそうだからです。
授業アイディア例 授業アイディア例
　２つの作図は，平行四辺形のどの特ちょ
うを用いて，作図したのですか。
「こみぐあいを図に表して立式しよう」
～立式の根拠を明確にする～
● 　 点Ｄの位置の根拠を問うことによって，「ＡＢとＤＣ，ＢＣとＡＤがそれぞれ平行になるから」等，作図のための方針とその具
体的方法を児童がもてるようにすることが大切です。
参照▶「平成 26年度　報告書　小学校　算数」  P.39 ～ P.42，「平成 26年度　解説資料　小学校　算数」  P.27 ～ P.29 参照▶「平成 26年度　報告書　小学校　算数」  P.46 ～ P.47，「平成 26年度　解説資料　小学校　算数」  P.34 ～ P.35
〔第５学年〕 Ｂ　量と測定（4）ア
学習指導要領における領域・内容
本授業アイディア例 活用のポイント
● 　こみぐあいを比べる場合は，単位量当たりの大きさが明確になるように図に工夫して表し， その図を根拠に式を立てて求める
ことが大切です。
本授業アイディア例 活用のポイント
課題の見られた問題の概要と結果
Ａ ４ 　異種の二つの量の割合
　８㎡に 16人いるＡの部屋の様子を表している図を選ぶＡ ４ （1） 正答率 82.4%
　８㎡に 16人いるＡの部屋について，１㎡当たりの人数を求める式を書くＡ ４ （2） 正答率 61.0%
課題の見られた問題の概要と結果
Ａ ６ 　平行四辺形の作図
　コンパスを使った平行四辺形のかき方について，用いられている平行
四辺形の特徴を選ぶＡ ６  正答率 52.1%
「図形の約束や性質に基づいて作図しよう」
～作図の方法と図形の約束や性質を関連付ける～
　作図をする際に，どの性質を用いているかについて判断することに課題が見られました。本アイディア例は，作図の学習の際，手順
や方法だけでなく，それらと関連する平行四辺形の約束や性質と結びつけ，図形の理解を深めることを狙いとしています。
〔第４学年〕 Ｃ　図形（1）ア イ
学習指導要領における領域・内容
　１㎡当たりの人数を求めるための式の理解に課題が見られました。本アイディア例は，問題場面を比較しやすいように図に表すこ
とで，二つの数量のうちどちらを単位量とするかを判断し，立式の根拠を明確にする授業です。
❶　平行四辺形を作図する見通しを立てる
　Ｂの部屋にそろえて，Aの部屋を，たて１ｍ，よこ８ｍの長方形と考えて，図を
つくり直しました。また，部屋を１㎡ごとに分けて，１㎡当たりの人数を表しました。
　かたよりがないように，ならべてみました。
　（人数）÷（面積）をすると，１㎡当たり
何人かを求めることができます。
　すっきりしたけど，まだどち
らの部屋の方がこんでいるか，
この図ではわかりません。
　このままでは部屋の中に人が
かたよっているので，どちらの
部屋の方がこんでいるかわかり
ません。
　㋐のかきかたでは，辺の長さも角度も調べていませ
ん。三角定規で平行な直線をかいているから，①の特
ちょうを使っています。
　㋑のかきかたでは，コンパスで同じ長さを測り取っ
てかいています。向かい合う辺の長さが等しくなるよ
うにかいているから，②の特ちょうを使っています。
　一人当たりの面積で比べる方法も
あります。
　やっぱり図で表したときと同じよう
にAの部屋の方がこんでいます。
　あと２つの辺をかけばよいです。
　点Ｄの位置がきまればよいです。
　一人当たりの面積を求めるなら，
（面積）÷（人数）をすればよいと思
います。
　AとＢのどちらの部屋の方が，こみ合っていますか。図に表してみましょう。
　今度は，こみぐあいを式に表して考えてみましょう。
　点Ｄの位置を予想します。点Ｄはどの場所になりますか。
また，なぜその場所になると思うのですか。
※本授業は，平行四辺形の作図方法について学習する場面です。
　右の図をもとに，
平行四辺形を完成
させましょう。
教師
　続きはどのようにかいたらよいですか。
　２つの考え方で
作図してみましょう。
　Aの部屋は１㎡当たりに
２人います。Ｂの部屋は
１㎡当たりに２人はいませ
ん。だから，Aの部屋の方
がこんでいます。
❶　Aの部屋とＢの部屋の様子を表した図を整理して表し直す
❷　Aの部屋とＢの部屋のこみぐあいを図をもとに式で表す
❷　残りの２つの辺を作図する
❸　作図方法について振り返る
Ｂの部屋　５㎡　９人
５m
１m
Aの部屋　８㎡　16人
４m
２m
Ｂの部屋
Aの部屋 Ｂの部屋
Aの部屋
０
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０
1.8
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９
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16
８
（人）
（㎡）
（人）
（㎡）
２
１
16÷８＝２
１㎡当たり２人
９÷５＝1.8
１㎡当たり 1.8 人
60°
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B C４cm
３cm
A
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イ
ウ
エ
磁石で動かす
①　向かい合う２組の辺が平行になる。
②　向かい合う２組の辺の長さが等しい。
③　向かい合う２組の角の大きさが等しい。
④　２つの対角線がそれぞれの真ん中の点で交わる。
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1817 参照▶「平成 26年度　報告書　小学校　算数」  P.58 ～ P.60，「平成 26年度　解説資料　小学校　算数」  P.44 ～ P.49
本授業アイディア例 活用のポイント
TYP
E Ⅰ･Ⅲ
算 数
B １ 
(2)
「10をつくってくり上がりの計算を考える」
〔第１学年〕
「台形の面積の公式を考える」
〔第５学年〕
「計算のきまりを使って小数をかけるかけ算
の計算の仕方を考える」
〔第５学年〕
「計算のきまりを使って分数をかけるかけ算
の計算の仕方を考える」
〔第６学年〕
「答えが４ずつ増えることをもとに４の段
の計算を考える」
〔第２学年〕
「２けたをかけるかけ算の計算の仕方を
考える」
〔第３学年〕
「何十をかける２けたのかけ算の計算の
仕方を考える」
〔第３学年〕
「簡単に計算するための
工夫について考える」
〔第３学年〕
「計算のきまりをまとめる」
〔第４学年〕
授業アイディア例
教師
　計算のきまりを基に，異なる数値の場合でも工夫して計算する方法を式や言葉を用いて記述することに課題が見られました。本ア
イディア例は，計算を観察し，積に222，333と同じ数が並ぶのは，乗数が３の倍数のときであることを予想します。そして式を変形し，
式を読むことで，予想が正しいことを説明することを狙いとします。
　積に同じ数字が並ぶときには何かきまりがありそうですね。
探してみましょう。
　37×３＝111，37×６＝222，37×９＝333のように，111ずつ増えていることをもとに，
積に同じ数字が並ぶ理由を考えてみましょう。
　37×９も同じように
式で説明できますか。
～見つけたきまりについて，目的をもって式を変形し説明する～
〔第２学年〕Ａ 数と計算 (1) エ
〔第３学年〕Ａ 数と計算 (3) ウ
〔第４学年〕Ｄ 数量関係 (3) ア
学習指導要領における領域・内容
　二人の説明を基に，37×24の積が 888になることを書くB  １ (2) 正答率 55.5%
課題の見られた問題の概要と結果
B  １　計算法則の解釈と説明（計算のきまり）
　そうすると，37×６を 37×３を使った式である
ことがわかるように表せばよいですね。
　37×24でも
37×３＝111をもと
にして説明できます。
　37×６の６は３×２と表すことができます。
３×２を 37×６の６にあてはめると，37×３×２
となります。
　積に同じ数字が並んでいます。他にも積に
同じ数字が並ぶものがあるのかな。
　積が 111になっているのは 37×３のときだから，
37×３をもとにして考えればよいと思います。
　積は 111，222，333 と，
111 ずつ増えています。
　37×12や 37×24も同じ数
が並ぶのかな。
　かける数は全部３の
倍数になっています。
　222と 333 もあります。
「算数の言葉である式に表現し，考えよう」
❶　積に同じ数字が並ぶ計算を見つける
❷　積に同じ数字が並ぶ理由を考える
❸　見つけたきまりを式で説明する
37×４＝148
37×５＝185
37×６＝222
37×７＝259
37×８＝296
37×９＝333
37×３＝111
37×６＝222
37×９＝333
37×３＝111をもとにすると
37×６＝37×(３×２)
 ＝　(37×３)　×２
 ＝　111　×２
 ＝　222
37×９ ＝ 37×(３×３)
 ＝　(37×３)　×３
 ＝　111　×３
 ＝　333
37　×　３　＝　111
37　×　６　＝　222
37×３×２
(37×３)×２
111×２
同じ
各学年において，式に表現する機会をとらえて指導する授業の例
９＋７＝９＋(１＋６)
 ＝(９＋１)＋６
 ＝10＋６
 ＝16
４×７＝４×(６＋１)
 ＝４×６＋４×１
 ＝24＋４
 ＝28
25×12＝25×(10＋２)
 ＝25×10＋25×２
 ＝250＋50
 ＝300
４×30＝４×(３×10)
 ＝(４×３)×10
 ＝12×10
 ＝120
25×12＝25×(４×３)
 ＝(25×４)×３
 ＝100×３
 ＝300
25×10＝250
25×２＝50
250＋50＝300
25×12
　３×４÷２＋８×４÷２
＝(３＋８)×４÷２
9.3×0.8＝9.3×(８÷10)
 ＝(9.3×８)÷10
 ＝74.4÷10
 ＝7.44
　 × 　＝　 ×(２÷３)
 ＝(　 ×２)÷３
 ＝
 ＝
3
4
1
2
3
4
3
4
３×２
４×３
2
3
９＋７
９に１をたして 10
10と６で 16
４×７
４×６ ４
４×30
４×３×10
25×12
25×４＝100
100×３＝300
　算数の言葉である式に表現する。 　表現した式を基に，計算のきまり
にまとめる。
　計算のきまりを使って，式を変形
し，問題を解決したり説明したりする。
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
25
25
25
25
25
25
25
25
25
25
25
25
37×１＝37
37×２＝74
37×３＝111
ポイント！ 　積に同じ数字が並ぶ式を並べて示し，変化の様子や規則性への気付きを発見できるようにしましょう。
８cm
３cm
４cm
1817 参照▶「平成 26年度　報告書　小学校　算数」  P.58 ～ P.60，「平成 26年度　解説資料　小学校　算数」  P.44 ～ P.49
本授業アイディア例 活用のポイント
TYP
E Ⅰ･Ⅲ
算 数
B １ 
(2)
「10をつくってくり上がりの計算を考える」
〔第１学年〕
「台形の面積の公式を考える」
〔第５学年〕
「計算のきまりを使って小数をかけるかけ算
の計算の仕方を考える」
〔第５学年〕
「計算のきまりを使って分数をかけるかけ算
の計算の仕方を考える」
〔第６学年〕
「答えが４ずつ増えることをもとに４の段
の計算を考える」
〔第２学年〕
「２けたをかけるかけ算の計算の仕方を
考える」
〔第３学年〕
「何十をかける２けたのかけ算の計算の
仕方を考える」
〔第３学年〕
「簡単に計算するための
工夫について考える」
〔第３学年〕
「計算のきまりをまとめる」
〔第４学年〕
授業アイディア例
教師
　計算のきまりを基に，異なる数値の場合でも工夫して計算する方法を式や言葉を用いて記述することに課題が見られました。本ア
イディア例は，計算を観察し，積に222，333と同じ数が並ぶのは，乗数が３の倍数のときであることを予想します。そして式を変形し，
式を読むことで，予想が正しいことを説明することを狙いとします。
　積に同じ数字が並ぶときには何かきまりがありそうですね。
探してみましょう。
　37×３＝111，37×６＝222，37×９＝333のように，111ずつ増えていることをもとに，
積に同じ数字が並ぶ理由を考えてみましょう。
　37×９も同じように
式で説明できますか。
～見つけたきまりについて，目的をもって式を変形し説明する～
〔第２学年〕Ａ 数と計算 (1) エ
〔第３学年〕Ａ 数と計算 (3) ウ
〔第４学年〕Ｄ 数量関係 (3) ア
学習指導要領における領域・内容
　二人の説明を基に，37×24の積が 888になることを書くB  １ (2) 正答率 55.5%
課題の見られた問題の概要と結果
B  １　計算法則の解釈と説明（計算のきまり）
　そうすると，37×６を 37×３を使った式である
ことがわかるように表せばよいですね。
　37×24でも
37×３＝111をもと
にして説明できます。
　37×６の６は３×２と表すことができます。
３×２を 37×６の６にあてはめると，37×３×２
となります。
　積に同じ数字が並んでいます。他にも積に
同じ数字が並ぶものがあるのかな。
　積が 111になっているのは 37×３のときだから，
37×３をもとにして考えればよいと思います。
　積は 111，222，333 と，
111 ずつ増えています。
　37×12や 37×24も同じ数
が並ぶのかな。
　かける数は全部３の
倍数になっています。
　222と 333 もあります。
「算数の言葉である式に表現し，考えよう」
❶　積に同じ数字が並ぶ計算を見つける
❷　積に同じ数字が並ぶ理由を考える
❸　見つけたきまりを式で説明する
37×４＝148
37×５＝185
37×６＝222
37×７＝259
37×８＝296
37×９＝333
37×３＝111
37×６＝222
37×９＝333
37×３＝111をもとにすると
37×６＝37×(３×２)
 ＝　(37×３)　×２
 ＝　111　×２
 ＝　222
37×９ ＝ 37×(３×３)
 ＝　(37×３)　×３
 ＝　111　×３
 ＝　333
37　×　３　＝　111
37　×　６　＝　222
37×３×２
(37×３)×２
111×２
同じ
各学年において，式に表現する機会をとらえて指導する授業の例
９＋７＝９＋(１＋６)
 ＝(９＋１)＋６
 ＝10＋６
 ＝16
４×７＝４×(６＋１)
 ＝４×６＋４×１
 ＝24＋４
 ＝28
25×12＝25×(10＋２)
 ＝25×10＋25×２
 ＝250＋50
 ＝300
４×30＝４×(３×10)
 ＝(４×３)×10
 ＝12×10
 ＝120
25×12＝25×(４×３)
 ＝(25×４)×３
 ＝100×３
 ＝300
25×10＝250
25×２＝50
250＋50＝300
25×12
　３×４÷２＋８×４÷２
＝(３＋８)×４÷２
9.3×0.8＝9.3×(８÷10)
 ＝(9.3×８)÷10
 ＝74.4÷10
 ＝7.44
　 × 　＝　 ×(２÷３)
 ＝(　 ×２)÷３
 ＝
 ＝
3
4
1
2
3
4
3
4
３×２
４×３
2
3
９＋７
９に１をたして 10
10と６で 16
４×７
４×６ ４
４×30
４×３×10
25×12
25×４＝100
100×３＝300
　算数の言葉である式に表現する。 　表現した式を基に，計算のきまり
にまとめる。
　計算のきまりを使って，式を変形
し，問題を解決したり説明したりする。
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
25
25
25
25
25
25
25
25
25
25
25
25
37×１＝37
37×２＝74
37×３＝111
ポイント！ 　積に同じ数字が並ぶ式を並べて示し，変化の様子や規則性への気付きを発見できるようにしましょう。
８cm
３cm
４cm
2019 参照▶「平成 26年度　報告書　小学校　算数」  P.68 ～ P.69，「平成 26年度　解説資料　小学校　算数」  P.50 ～ P.56
本授業アイディア例 活用のポイント
〔第４学年〕「折れ線グラフ」
TYP
E Ⅰ･Ⅲ
算 数
B ２ 
(3)
打ぼく
23.7%
合計のけがの種類別の割合
38
36
34
32
30
28
26
24
0
（℃）
（時）
午前 午後
８月１日の部屋の温度の変化
7 ８ ８９ 10 11 126 7654３２１
４月
すりきず
切りきず
打ぼく
ねんざ
つき指
その他
合 計
５月 ６月 ７月 合 計
23
11
5
1
5
45
23
13
4
5
7
52
39
18
6
3
9
75
21
8
4
5
1
39
106
50
19
14
22
211
１学期のけが調べ（件）
授業アイディア例
すりきず
切りきず
50.2%
その他
10.5%
ねんざ
9.0%
つき指
6.6%
教師
　全体と部分の関係を示すために用いるグラフを選択することに課題が見られました。本アイディア例は，示された資料から様々な
特徴を読み取り， 目的に応じてグラフを選択し，資料を活用できるようにすることを狙いとした授業です。
　棒グラフで表すと，６月のけがの件数が多いことが伝わりやすいですね。
　折れ線グラフを見ると，部屋の温度の変化
がよく分かりますね。
　今まで，いろいろなグラフの表し方を学習しましたね。
けがが多い月を伝えるために，どのグラフに表しますか。
〔第２学年〕 Ｄ 数量関係 (3) 
〔第３学年〕 Ｄ 数量関係 (3) ア
〔第４学年〕 Ｄ 数量関係 (4) イ
〔第５学年〕 Ｂ 量と測定 (2) ア
〔第５学年〕 Ｄ 数量関係 (4)
学習指導要領における領域・内容課題の見られた問題の概要と結果
B  ２ 　資料の観察と目的に応じた表現（水の使用量）
　１日の部屋の温度の変わり方を調べて夏休み
中の生活の仕方についてお知らせします。
　午前中は，気温が低いです。だから，この時
間に宿題をすると，はかどりそうです。
　午後１時から３時は気温が高いです。熱中症
に注意しないといけません。
　６月がいちばん
けがが多いです。
　けがの中でも，
｢すりきず・切り
きず｣がいちばん
多いです。
　どのけがも増えたり
減ったりしています。
　表の数値を見ると，けがの合計の
半分くらいが「すりきず・切りきず」
になっています。
　棒グラフで表したら，いちばんけがが多い月
は６月だということが見てすぐわかります。
　棒グラフに表すと，目もりを読むだけで６月
が７月より 30件以上多いこともわかります。
　いちばんけがが多い月を
伝えたいです。
　「すりきず・切りきず」
は，６月は多いけど，７
月は減っています。
　どの月も「すりきず・
切りきず」が各月の合計
の半分くらいあります。
　けがの件数や割合について
分かったので，今度は，どの
場所でけがが発生しているの
か調べたいです。
　円グラフにすると，「すりきず・
切りきず」が全体の半分くらいで
あることが見てわかります。
　多い，少ないを表す
ためには棒グラフに表
すとよいかな。
　次に，けがの中でも，特に「すりきず・
切りきず」が多いことを伝えたいです。
　円グラフがいいと思います。
❶　けがが多い月を伝えるための表し方を考える
❷　全体と部分の関係を伝えるための表し方を考える
　「すりきず・切りきず」が合計の半分くらいになって
いることを伝えるために，どのグラフに表しますか。
　みなさんは，この表を見て，
どんなことを伝えたいですか。
　円グラフで表すと，けが全体に対する，「すりきず・切りきず」
の割合が半分くらいであることが円の中の大きさを見るだけで
伝わりますね。
　グラフに表す目的を明確にするために，表から分かることを読み取らせ，そこから伝えたいことを見つけ
られるようにしましょう。ポイン
ト！
目的に応じて表を読んだりグラフを選択したりして，資料を活用する授業の例
　「すりきず・切りきず」は全体の
　くらいです。「打ぼく」は全体の
　くらいあることもわかります。14
1
2
　グラフに表す目的とそれぞれのグラフの特徴を明確にし，選択したグラフが適切であることを振り返ることが大切です。
「資料から読み取ったことを
　　　　　グラフに表してわかりやすく伝えよう」
　保健委員会では，けがを減らすために，１学期のけがの様子を，全校のみんなに伝えることにしました。
４月
すりきず
切りきず
打ぼく
ねんざ
つき指
その他
合 計
５月 ６月 ７月 合 計
23
11
5
1
5
45
23
13
4
5
7
52
39
18
6
3
9
75
21
8
4
5
1
39
106
50
19
14
22
211
１学期のけが調べ（件）
80
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0
（件）
（月）7654
月ごとのけがの件数
　６・７月の水の使用量が，１年間の水の使用量の　　より多いこと
を説明するために用いる適当なグラフを選ぶB  ２ （3） 正答率 61.7%
1
4
2019 参照▶「平成 26年度　報告書　小学校　算数」  P.68 ～ P.69，「平成 26年度　解説資料　小学校　算数」  P.50 ～ P.56
本授業アイディア例 活用のポイント
〔第４学年〕「折れ線グラフ」
TYP
E Ⅰ･Ⅲ
算 数
B ２ 
(3)
打ぼく
23.7%
合計のけがの種類別の割合
38
36
34
32
30
28
26
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0
（℃）
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午前 午後
８月１日の部屋の温度の変化
7 ８ ８９ 10 11 126 7654３２１
４月
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切りきず
打ぼく
ねんざ
つき指
その他
合 計
５月 ６月 ７月 合 計
23
11
5
1
5
45
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13
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7
52
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39
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１学期のけが調べ（件）
授業アイディア例
すりきず
切りきず
50.2%
その他
10.5%
ねんざ
9.0%
つき指
6.6%
教師
　全体と部分の関係を示すために用いるグラフを選択することに課題が見られました。本アイディア例は，示された資料から様々な
特徴を読み取り， 目的に応じてグラフを選択し，資料を活用できるようにすることを狙いとした授業です。
　棒グラフで表すと，６月のけがの件数が多いことが伝わりやすいですね。
　折れ線グラフを見ると，部屋の温度の変化
がよく分かりますね。
　今まで，いろいろなグラフの表し方を学習しましたね。
けがが多い月を伝えるために，どのグラフに表しますか。
〔第２学年〕 Ｄ 数量関係 (3) 
〔第３学年〕 Ｄ 数量関係 (3) ア
〔第４学年〕 Ｄ 数量関係 (4) イ
〔第５学年〕 Ｂ 量と測定 (2) ア
〔第５学年〕 Ｄ 数量関係 (4)
学習指導要領における領域・内容課題の見られた問題の概要と結果
B  ２ 　資料の観察と目的に応じた表現（水の使用量）
　１日の部屋の温度の変わり方を調べて夏休み
中の生活の仕方についてお知らせします。
　午前中は，気温が低いです。だから，この時
間に宿題をすると，はかどりそうです。
　午後１時から３時は気温が高いです。熱中症
に注意しないといけません。
　６月がいちばん
けがが多いです。
　けがの中でも，
｢すりきず・切り
きず｣がいちばん
多いです。
　どのけがも増えたり
減ったりしています。
　表の数値を見ると，けがの合計の
半分くらいが「すりきず・切りきず」
になっています。
　棒グラフで表したら，いちばんけがが多い月
は６月だということが見てすぐわかります。
　棒グラフに表すと，目もりを読むだけで６月
が７月より 30件以上多いこともわかります。
　いちばんけがが多い月を
伝えたいです。
　「すりきず・切りきず」
は，６月は多いけど，７
月は減っています。
　どの月も「すりきず・
切りきず」が各月の合計
の半分くらいあります。
　けがの件数や割合について
分かったので，今度は，どの
場所でけがが発生しているの
か調べたいです。
　円グラフにすると，「すりきず・
切りきず」が全体の半分くらいで
あることが見てわかります。
　多い，少ないを表す
ためには棒グラフに表
すとよいかな。
　次に，けがの中でも，特に「すりきず・
切りきず」が多いことを伝えたいです。
　円グラフがいいと思います。
❶　けがが多い月を伝えるための表し方を考える
❷　全体と部分の関係を伝えるための表し方を考える
　「すりきず・切りきず」が合計の半分くらいになって
いることを伝えるために，どのグラフに表しますか。
　みなさんは，この表を見て，
どんなことを伝えたいですか。
　円グラフで表すと，けが全体に対する，「すりきず・切りきず」
の割合が半分くらいであることが円の中の大きさを見るだけで
伝わりますね。
　グラフに表す目的を明確にするために，表から分かることを読み取らせ，そこから伝えたいことを見つけ
られるようにしましょう。ポイン
ト！
目的に応じて表を読んだりグラフを選択したりして，資料を活用する授業の例
　「すりきず・切りきず」は全体の
　くらいです。「打ぼく」は全体の
　くらいあることもわかります。14
1
2
　グラフに表す目的とそれぞれのグラフの特徴を明確にし，選択したグラフが適切であることを振り返ることが大切です。
「資料から読み取ったことを
　　　　　グラフに表してわかりやすく伝えよう」
　保健委員会では，けがを減らすために，１学期のけがの様子を，全校のみんなに伝えることにしました。
４月
すりきず
切りきず
打ぼく
ねんざ
つき指
その他
合 計
５月 ６月 ７月 合 計
23
11
5
1
5
45
23
13
4
5
7
52
39
18
6
3
9
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21
8
4
5
1
39
106
50
19
14
22
211
１学期のけが調べ（件）
80
70
60
50
40
30
20
10
0
（件）
（月）7654
月ごとのけがの件数
　６・７月の水の使用量が，１年間の水の使用量の　　より多いこと
を説明するために用いる適当なグラフを選ぶB  ２ （3） 正答率 61.7%
1
4
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　Ａ ２（1），Ｂ ５（2） の結果を分析すると，「一あた」の長さを基準量としたときの，「一あた半」の長さを表した図を選ぶことに
課題が見られました。
　本アイディア例は，基準量，比較量，割合を図に表す活動や，その図を基に演算を決定する活動を通して，それらの関係の理解を
深めることを狙いとしています。
❶　1.5倍を表す図を考える
❷　他の小数倍の場面で考える
　一あた半の長さを表す図は，これでよいでしょうか。
　1.5 倍というのは，どのような大きさなのでしょうか。話し合って図に表しましょう。
～基準量と比較量，割合の関係の理解を深める～
〔第５学年〕 Ａ 数と計算 （3）ア
学習指導要領における領域・内容
　使いやすい箸の長さの目安を基に，一あた半の長さを表している図を
選ぶB  ５ （2） 正答率 46.3%
課題の見られた問題の概要と結果
B  ５　事象の観察と論理的な考察（日本の伝統文化）
　この図だと，14＋1.5＝15.5 で，15.5cmに
なります。
　①の式は計算すると79.6cmになります。白いテー
プを１としたときの 0.4 の大きさなので，80cmの半
分より短いはずです。だから①の式は違います。
　③の式も計算すると 200cmになります。
白いテープの長さ 80cmよりも長くなってし
まうので，③の式も違います。
　一あた半は一あたの 1.5 倍だから，一あたと
一あたの半分の長さになります。
「一あた半の長さについて考えよう」
　図から，白いテープの長さが１で，青いテープの長さが 0.４にあたることがわかります。だから，白いテープの
長さがもとにする量で，青いテープの長さが比べる量になります。だから，比べる量を求める式は，②の式
が正しいです。
　二寸半の長さ（　　　　　　）を表している図はどれでしょうか。
　図をもとにすると，３×2.5＝7.5 で，約 7.5 cmです。
　一あた半と同じように考えると○エになります。　二寸半は約何cmになりますか。
　それでは，ゆうやさんの一あた半の正しい長さを
求めてみましょう。
　一あた半は，一あたの 1.5 倍の長さだから，
14×1.5＝21で，21cmになります。
　この求め方を使うと，私の一あたの長さは，
16cmだから，一あた半の長さは，
16×1.5＝24で，24cmになります。
　一あた半と考えるのは便利ですね。これを
使うと大人でも子どもでも，ちょうどよい
はしの長さを決めることができますね。
　1.5 倍は１倍と 2 倍のちょうど真ん中の
ところになります。
　1.5 倍は，１倍とその半分を足したものに
なります。半分とは，0.5 倍のことです。
　使いやすいはしの長さのめやすは，「一あた半」と言われています。一あたは，親指と人差し指を直角
に広げたときのそれぞれの指先を結んだ長さです。一あた半は，一あたを 1.5倍した長さです。ゆうや
さんの一あたの長さは 14cmです。ゆうやさんの使いやすいはしの長さは何 cmになりますか。
　「寸（すん）」は，昔から使われている長さの単位で，約３cmです。持ちやすい湯飲みの直径は
「二寸半」とされています。二寸半は，一寸を 2.5倍した長さです。これは，約何 cmになりますか。
● 　 図を基に，演算を決定したり，立式の根拠を説明したりできるようにすることが大切です。
※本授業は，小数倍の学習後に行い，小数倍の見方や考え方を確かにする場面です。
図の誤りを指摘することで，1.5 倍の意味を理解できるようにしましょう。ポイント！
倍の見方を別の場面に当てはめて理解を定着させましょう。ポイント！
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青いテープの長さを求める式はどれになりますか。問 題
　他の調査問題（Ａ□２ ）と関連付けて理解（基準量，比較量，割合の関係）を深めることも大切です。
0.4 １ 1.2 （倍）
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青いテープ
□cm
80cm ① 80－0.6
② 80×0.4
③ 80÷0.4
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　Ａ ２（1），Ｂ ５（2） の結果を分析すると，「一あた」の長さを基準量としたときの，「一あた半」の長さを表した図を選ぶことに
課題が見られました。
　本アイディア例は，基準量，比較量，割合を図に表す活動や，その図を基に演算を決定する活動を通して，それらの関係の理解を
深めることを狙いとしています。
❶　1.5倍を表す図を考える
❷　他の小数倍の場面で考える
　一あた半の長さを表す図は，これでよいでしょうか。
　1.5 倍というのは，どのような大きさなのでしょうか。話し合って図に表しましょう。
～基準量と比較量，割合の関係の理解を深める～
〔第５学年〕 Ａ 数と計算 （3）ア
学習指導要領における領域・内容
　使いやすい箸の長さの目安を基に，一あた半の長さを表している図を
選ぶB  ５ （2） 正答率 46.3%
課題の見られた問題の概要と結果
B  ５　事象の観察と論理的な考察（日本の伝統文化）
　この図だと，14＋1.5＝15.5 で，15.5cmに
なります。
　①の式は計算すると79.4cmになります。白いテー
プを１としたときの 0.4 の大きさなので，80cmの半
分より短いはずです。だから①の式は違います。
　③の式も計算すると 200cmになります。
白いテープの長さ 80cmよりも長くなってし
まうので，③の式も違います。
　一あた半は一あたの 1.5 倍だから，一あたと
一あたの半分の長さになります。
「一あた半の長さについて考えよう」
　図から，白いテープの長さが１で，青いテープの長さが 0.４にあたることがわかります。だから，白いテープの
長さがもとにする量で，青いテープの長さが比べる量になります。だから，比べる量を求める式は，②の式
が正しいです。
　二寸半の長さ（　　　　　　）を表している図はどれでしょうか。
　図をもとにすると，３×2.5＝7.5 で，約 7.5 cmです。
　一あた半と同じように考えると○エになります。　二寸半は約何cmになりますか。
　それでは，ゆうやさんの一あた半の正しい長さを
求めてみましょう。
　一あた半は，一あたの 1.5 倍の長さだから，
14×1.5＝21で，21cmになります。
　この求め方を使うと，私の一あたの長さは，
16cmだから，一あた半の長さは，
16×1.5＝24で，24cmになります。
　一あた半と考えるのは便利ですね。これを
使うと大人でも子どもでも，ちょうどよい
はしの長さを決めることができますね。
　1.5 倍は１倍と 2 倍のちょうど真ん中の
ところになります。
　1.5 倍は，１倍とその半分を足したものに
なります。半分とは，0.5 倍のことです。
　使いやすいはしの長さのめやすは，「一あた半」と言われています。一あたは，親指と人差し指を直角
に広げたときのそれぞれの指先を結んだ長さです。一あた半は，一あたを 1.5倍した長さです。ゆうや
さんの一あたの長さは 14cmです。ゆうやさんの使いやすいはしの長さは何 cmになりますか。
　「寸（すん）」は，昔から使われている長さの単位で，約３cmです。持ちやすい湯飲みの直径は
「二寸半」とされています。二寸半は，一寸を 2.5倍した長さです。これは，約何 cmになりますか。
● 　 図を基に，演算を決定したり，立式の根拠を説明したりできるようにすることが大切です。
※本授業は，小数倍の学習後に行い，小数倍の見方や考え方を確かにする場面です。
図の誤りを指摘することで，1.5 倍の意味を理解できるようにしましょう。ポイント！
倍の見方を別の場面に当てはめて理解を定着させましょう。ポイント！
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青いテープの長さを求める式はどれになりますか。問 題
　他の調査問題（Ａ□２ ）と関連付けて理解（基準量，比較量，割合の関係）を深めることも大切です。
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